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第 14 章 
理科（2 年） 

名前：  
日 付 

No.01 
気象観測  

 
[問題 1] 

次の各問いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 図の乾湿計を使って湿度を調べた。 
① このときの気温は何℃か。 
② このときの湿度は何%か。 

(2) 図の A と B の温度計の差が大きいとき，A の下部にある水の減り方は多いか，少ないか。 
[解答欄] 

(1)①  ②  (2)  

 
 
[問題 2]右の図は，ある日の乾湿計の一部を示しています。 
(1) 湿球温度計は A，B のどちらですか。 
(2) (1)を選んだ理由を｢熱｣｢温度｣という語を用いて

説明しなさい。なお，｢湿球は・・・｣という書き

出しで答えなさい。 
(3) このときの気温は何℃ですか。 
(4) このときの湿度は何%ですか。 
[解答欄] 

(1)  (2)  

(3)  (4)  

 
 
[問題 3] 
 右の表は，雲量と天気の関係をまとめたものである。表の①～⑤にあては 
まる天気，または，天気記号を書きなさい。 
 
[解答欄] 

①  ②  ③  ④  ⑤  

 

乾球 
(℃) 

乾球と湿球の差(℃) 
1.0  2.0  3.0 4.0  5.0 

 10  87  74  62  50  38 
 11  87  75  63  52  40 
 12  88  76  65  53  43 
 13  88  77  66  55  45 
 14  89  78  67  57  46 
 15  89  78  68  58  48 
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[問題 4] 
空全体の雲のようすをスケッチしたら右図のようになった。 

(1) 空全体を 10 としたときの雲のしめる割合を何というか。 
(2) A，B のように観察されたとき， (1)の割合は 0～10 のどれにあたるか。 

次の[  ]の中からそれぞれ選べ。 
[ 0  1  3  5  7  8  9 ] 

(3) A，B のように観察されたときの天気と天気記号をそれぞれ答えよ。 
[解答欄] 

(1)  (2)A  B  (3)A  B  

 
[問題 5] 
 次の各問いに答えなさい。 
(1) 次のような天気をそれぞれ天気図記号で表しなさい。 

① 晴れ  ② 雪  ③ 雨  ④ 霧 
(2) 雲量が 8 のときの天気を答えなさい。 
[解答欄] 

(1)①  ②  ③  ④  (2)  

 
[問題 6] 

次の文章の(  )に適当な語を入れよ。 
雲は大きく分けると，巻雲のように横に広がった( ① )状の雲と，積乱雲のように上に積み上がった

( ② )状の雲の 2 つに分けられる。 
[解答欄] 

①  ②  

 
[問題 7] 
 図 1 のようなふき流しを使って，ある｢晴れ｣の日の風向を調べた。図 2 はそのときのふき流しのよう

すを上から見たものである。これについて，次の各問いに答えなさい。 
(1) 図 2 を見て，このときの風向を答えなさい。 
(2) この観察をしていたら，砂ぼこりがたち，記録用紙が飛ば

されたことから，風力は 4 と考えられる。(1)の結果とあわ

せて，風向，風力，天気を天気図用記号を用いて表しなさ

い。 
[解答欄] 

(1)  

(2)  
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